一 連句の 独自性 
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ル-ホ ワイ マント 氏の 「日本語お よび 国民の 南洋 起原 

説」 という 論文が 出て いる。 これ はこの 表題の 示す ご 

とく、 日本 国語の 根源が 南洋に ある 事 を 論証し、 従つ 

て 国民 祖先の 大部分 もまた 南洋から 渡来した もの だと 

論断しょう とする ものである。 この 学説の 当否に つい 

て はもち ろん 種々 の 議論が あるで あろうが、 ここで は 

もちろん それ は 問題に しない。 この 論文の 始めの 序説 

中、 日本人の 独創 能力に 乏しい 事 を 述べた 一 節に、 チヤ 



しかし なんと 言っても 俳諧 は 日本の 特産物で ある。 

それ はわれ われの 国土 自身 われわれの 生活 自身が 俳諧 

だからで ある。 ひとたび 世界 を 旅行して 日本へ 帰って 

来て そうして 汽車で 東海道 をず うつと 一 べん 通過して 

みれば、 いかに わが国の 自然と 人間 生活が すでに 始め 

かせんしき 

から 歌仙 式に できあが つ ている か を 感得す る ことが で 

きる であろうと 思う。 アメリカ では 一 一昼夜 汽車で 走つ 

て も 左右に は 麦畑の ほか 何もない 所が あると いう 話で 

， .1 うせき き 

ある。 ドイツで は 行っても 行っても 洪積 期の 砂地の ゆ 

る やかな 波の 上にば らまいた 赤 瓦の 小 集落と、 キ ー 

ファ ー 松 や 白樺の 森と いったよ うな 景色が 多い。 日本 



うして モンス ー ン のない かの 地に はほんと うの 「春風」 

のわき さみだれ 

「秋風」 がな く、 また かの 地に は 「野 分」 がな く 「五月雨」 

かき もみじ 

がな く 「しぐれ」 がな く、 「柿 紅葉」 がな く 「霜柱」 も 

ない。 しかし 大陸と 大洋との 気象 活動 中心の 境界線に 

またがる 日本で は、 どうかす ると 一 日の 中に 夏と 冬と 

がひつく り 返る ような こと さえ ある。 その上に 大地震 

が あり 大火 事が ある。 無常迅速 は 実に わが国の 風土の 

特徴で あるよう に 私に は 思われる。 

日本人 の 宗教 や 哲学の 奥底に は 必ず y J の 自然 的 制約 

が 深い 根 を 張って いる。 そうして 俳諧の 華実 もまた 実 

にこ こから 生まれて 来る ような 気がする。 無常迅速、 



羽づ くろい する。 その 姿 を 哀れと 見る の は、 すなわち 

日本人の 日常生活の あわれ を 一 羽の 鳥に 投影して しば 

らく それ を 客観す る、 そこに 始めて 移諧カ 

生まれる の 

である。 旅に は 渡渉す る 川が 横たわり、 住に は 小 獣の 

なし 

迫害が ある。 そうして 梨 を 作り、 墨絵 を かきなぐり、 

ひる ござ 

めりやす を 着用し、 午の 貝 を ぶうぶうと 鳴らし、 莫 j: 座 

い ふよう すいぜん じ 

に 寝ね、 芙蓉の 散る を 賞し、 そうして 水 前 寺の 吸い物 

をす する ので ある。 

このよう にして 一連 句 は 日本人の 過去、 現在、 未来 

の 生きた 生活の 忠実なる 活動写真 であり、 また 最も 優 

秀 なる モン タ ー ジュ 映画と なる ので ある。 これにつ い 



て はさら に 章 を 改めて 詳しく 論じて みたい と 思う。 

ともかくも、 俳諧 連句が 過去に おいての みならず 将 

来に おいても、 必然的に 日本国民に 独自な ものである 

という こと は、 以上の 不備な 所説で も いくらか は 了解 

される であろうと 思う。 そうして、 かの チャン バレ— 

ン 氏ゃホ ワイ マント 氏が もう 少しよ く 勉強して かから 

つまだ 

ない うち は、 いくら 爪立ちしても 手のと どかぬ ところ 

に 固有の 妙味の ある こと も 明らかになる であろうと 思 

、つ。 

(昭和 六 年 三月、 渋柿) 



答 を 試みる。 これが 活躍した 後に、 再び 始めの 第一、 

第二 主題が 繰り返されて 終局す るので ある。 今 連句 歌 

仙の 三十 六 句 をた とえば (表 六 句) (裏と 二の 表裏 合わ 

せて 二十 四 句) (名残の 裏 六 句) と 分けて、 これ を 三部 

形式 あるいは ソナタ 形式に たとえて みる こと もで きな 

いこと はない が、 この 対比 は それほど 適切と は 思われ 

ない。 

上記の ような 形式から 成る 「楽章」 を さらに 三つ 四 

つと 続けて いわゆる ソナタ や シン フォ 二— を 構成する。 

この 組み立ての ほうが 連句の 組み立てと 比較す るのに 

より 適当で あるよう に 思われる。 もっとも 正当な ソナ 



無理な 比較で はない ような 気がする ので ある。 この 比 

較の 当否 は 二 段と しても、 試みに こういう 考え を 仮設 

してもう 少し 比較 を 進めて みたら どうなる か。 

まず 第 一 楽章 六 句 はおの ずから 温雅で 重厚な 気分に 

じんぎ 

統一され ている 場合が 多い ようで ある。 ここで は 神祇 

釈教恋 無常 の 活躍 は 許されな い。 テンポで 言えば まず 

アンダンテの ような 心持ちで ある。 第一 一楽 章 十一 一句に 

なるとよ ほど 活発に あるいは パ ッシ ヨネ —„ ^にな つ て 

来て、 恋をしたり 子 を かわいがったり 大病 をした リ坊 

主にな つたり する。 しかし 全体の テンポ は 私に はむし 

ろ 緩徐に 感ぜられ、 ァ ダジォ のよう な 気持ちが する。 



る。 このように 連句の 場合で は 1 と 4 が 緩徐で あるの 

に、 音楽の ほうで は 1 と 4 が 急 テンポで ある 事 自身が 

また われわれに おもしろい 問題 を 提供す るので あるが、 

これにつ いて は あまりに 岐路に 入る ことになるので こ 

こに は 述べない。 ただこの 比較から 得らる る 一 つの 暗 

ばしょう 

示 は、 歌仙の 形式で 芭蕉 以来の 伝統的な 形式と ちがつ 

た、 西洋 音楽の それの ような もの を も 作りうる ので は 

ないかと いう こと、 また これと 逆に 俳諧の 構造 を 音楽 

の ほうに 移して 連句 的な 楽章 配置 を もった ソナタ ゃコ 

ン ツエ ルトを 作る こと はでき ないかと いう ことで ある。 

これ はた だの 暗示で あるが、 ともかくも 一 つの 可能性 



り もも つ と 適切で 有効な 比較 はいくら も あるであろう- 

たとえば われわれ は 次の ような 比較 を 試みる こと もで 

さる。 

前述の ように 連句 中の 一句 一句 を それぞれの 一 つの 

音と 見立てる 代わりに これより はもう 少し 複雑な 見方 

をす る こと もで きる。 元来 一 つの 長 句なら ば 長 句の 中 

に は、 実際 いろいろな 表象 や 観念が 含まれて いて、 そ 

れらの 結合に よって 一 つの 複雑な 光景な り 情緒な リが 

代表され 描写され ている。 こういう 見方から すれば、 

それらの 一 句 中の いくつかの 表象 は それぞれ 一 つず つ 

の 音の ような ものであって、 これが 寄り集まって 一 つ 



くし ざ 

の 串刺し に 相当 さ せる ことができる。 これが 大きな 管 

弦楽なら ば また いっそ う 多数 の 音が 重畳 して 来る わけ 

であるが、 連句の 一句に 同時に 響いて 来る 表象 情緒の 

重なり 方の 複雑さ は、 管弦楽な どよりも いっそう ウル 

トラの 複雑さで 到底 数字 や 記号 で 表わさる ベ き 程度 の 

もので はない ので ある。 それでも われわれ は ともかく 

かげんて き 

もこの 二つの ものの 和 弦 的 要素の 比較に ある 意味 を認 

める こと だけ はでき るよう に 思う。 

複音が 相次いで 進行す る 場合に そこに いろんな 込み 

入った いわゆる 称 声 学 上の 規則が 生まれて 来る。 これ 

らをー 々引き合いに 出して 連. 1? の 場合に 付会し ようと 



しても、 それ はお そらく 始めから 無理で あるに きまつ 

ている が、 しかし 連句の 相次ぐ 二 句の 接触に よって 甲 

句に 含む いろいろの 組成 要素と 乙 句に 含む それらとの 

関係から、 いわゆる 付き 過ぎたり 離れ 過ぎたり する 現 

象が 起こって 来る。 これが 和声学 上の いろいろな 規則 

とど こかに 共通な 原理 を 思わせる ものが あるので ある _ 

たとえば 和声の ほうで 八 度 や 五 度の 並行 を 忌む という 

の は、 つまり あまりに 付き 過ぎて 進行 変化が なくなる 

の をき らうから である。 また 一 方で あまりに 突飛な 音 

の 飛躍 も 喜ばれな いのはつ まり 離れ 過ぎ を 忌む ので あ 

る。 次から 次と 不即不離な 関係で 無理な く 自由に 流動 



進行す る ことによ つて そこにべ —， n -— ヴ ェ ンゃ ブラ— 

ムスが 現われて 活躍す るので ある。 また あまりに 美し 

い 完全な 和 弦が 連行す ると 単調に なり 退屈になる の で 

適当な 不協和音 を 適当に 插入 する ことによって、 曲 

の 変化と 活気が 生じる。 それと 同様に、 歌仙で も あま 

り 美しい 上品な そして 句 調の 平滑な 句が 続く と、 すぐ 

だれて 来て 活気が なくなる。 われわれ 初心の 者の 連句 

はと かくこうな りたがる ので ある。 しかし 古人の すぐ 

れた 連句と 思う の をよ く 解剖して みると、 どうも この 

不協和音の ような ものが 巧みに 插 入され ている ように 

思われる。 一 句と して 見ても、 また 前 句との 付きぐ あ 



したの かもしれ ない。 試みに これらの へんな 句 やい や 

まっさつ 

な 句 を 抹殺して それ を 美しい やさしい さびしお リ にみ 

ちた 句ば かりに 作り 変える ことができた とする。 そう 

してみ た 後に われわれ は、 事によると、 せっかくの そ 

の 修正の 成果が 意外に も 単調 一 律な よそ行きの 美 句の 

ギっぜ 'V 

退屈なる 連鎖に なリ おおせた こと を 発見して 茫然自失 

する ような ことにな り はしない か。 

連句と 音楽と の いろいろな 並行 性 を 考える ときに、 

いつも 私の 痛切に 感じる 一 つの 点 は、 歌仙の 終局の 数 

句の 推移の 感じが 実によ く 楽曲の 終 節の 感じに 似て い 

る ことで ある。 曲の 最後に 打ち止めの 主 和 弦が 端然と 



これに は 「季題 感」 が 背景と して 動いて いると ころに 

かせいて き 

俳諧 的な 感じが 強い。 そうして、 律動 的 旋律 的 和声 的 

の 進行 を 企図して いる 点 も 実に 連句 的で ある。 ただこ 

さるみ の 

の 「春」 と 「炭俵」 「猿 蓑」 等の 中の 歌仙と を 対比して 

見る と、 私 はいかに 前者が まだ 幼稚で、 いかに 後者が 

洗練され ている かに 驚嘆す る ものである。 それに かか 

わらず、 わが国の 映画界 や 多数の 映画 研究者. 映画 批 

こうじん つ いしょう 

評 家 はいた ずらに 西洋人の 後塵 を 追蹤 する に 忙しく 

て、 われわれの 足元に 数百 年来 ころがつ ている このき 

わめて 優秀な モン タ— ジュ 映画の 立派な シナリオの 存 

在に は 気づかな いように 見える。 あるいは 気がついて 



も 認めたくない のか もしれ ない。 そうして プド— フキ 

ン がどう 言った、 エイゼン シュ ティンが どう 言った と 

言わなければ 収まらな いように 見える。 

かように して 連句 芸術 は、 文学者から も 音楽家から 

も 映画界から も 閑却され て、 あたかも 過去の 幽霊の ご 

とくな つてし まった。 由来 現今の 日本人 はすべ ての も 

のの 批判の 標準 を 西洋人の 頭の 中へ 置く ので あるから、 

西洋人の 全然 知らない 従って 称揚し ない 連句が 問題に 

ならな いのも やむ を 得ない 次第であろう。 そのうちに 

だれか 西洋で 毛色の 変わつ た 日本学者が y 」 の 連句 芸術 

を 「発見」 して、 これ を 驚嘆し 礼賛し 宣伝す る 日が 来 



局 連句 は 音楽で ある。 音楽 は 演奏され 聞かれる ベ きも 

ので ある。 連句の 音楽 はもう 少し 広く 日本人の 間に 演 

奏され 享楽 さ れて しかるべき である。 

「連句と 音楽」 という 題目の もとに 考えら るべき 事 は 

まだた くさん にある が、 それらに ついては さらに 項 を 

改めて 詳しく述べ てみたい と 思う。 上述の 未熟な 所説 

に ついては さらに 考え直さなければ ならない 不備の 点 

も 多い ことと 思われる ので、 それらの 点に ついては 読 

者の 示教 を 仰ぎたい と 思う ので ある。 

(昭和 六 年 四 I 五月、 渋柿) 



のに 対して、 後者で は 多数の 個性が 融合 調和して 一 つ 

の 全体 を 構成して いるよう に 感じられ るので ある。 前 

者で は往々 たとえば 一 人の 歌手の 声が 途中で 破れて い 

わ ゆる 五色の 声 を 出す ような 不快な 感が あるのに、 後 

者で は、 いろいろの 音域の 肉声 や 楽器の 音の 集まった 

美しい 快い 合奏 を 聞く ような 感じ を 与える ので ある。 

もし 詩 や 小説の 合作が まれに 非常にう まく 成 効した 場 

ひ つ きょう 

合に はどう かと 言えば、 それ は 畢竟 言わば 作者 A と 

作者 B との 共同に よって 成り立った 「共通 人」 C といつ 

たような 一 人の 仮想 的 個人の 詩 か 小説で あるのと 何も 

変わった こと はないで あろう。 



たいに ピッチの 高い アクセントの 強い 句が 目に 立つ。 

これに 相 和す る 野 坡のパ ー トには ほとんど 常に 低音で 

弱い 感じが 支配して いるよう に 思われる。 「家 普請 を 

春の てすきに とり 付いて」 (野) の 静かな 低音の 次に 「上 

のた よりに あがる 来の 値」 (芭) は、 どうしても 高く 強 

い。 そうして 「宵の 内 はら はらと せし 月の 雲」 (芭) と 

一転して いるの は 一見お となし いようで も あるが、 こ 

れを 次に 来る 野 坡のニ 句 「藪 越し はなす 秋の さびしき」 

「御 頭へ 菊 もらわる るめ いわく さ」 の 柔らかく 低い ピッ 

チ に比べる と、 どうしても 違った 積極的 主動的の 音色 

を 思わせる。 なんとなく、 たとえば 芭蕉が ヴ アイ オリ 



ン、 野 坡がセ 口と でもい つたよう な 気がする ので ある。 

それから 「娘 を 堅う 人に あわせぬ」 と 強く 響く あとに 

「奈良 通い 同じ つらなる 細 元手」 と 弱く 受ける。 「こと 

し は 雨の ふらぬ 六月」 (芭) はちよ つ と 見る となんでも 

ないようで 実は はなはだしく きつく 響いて おり、 「預 

けたる みそと リ にやる 向こう 河岸」 (野) は 複雑な よう 

で 弱い。 「ひたとい い 出す お袋の 事」 と 上がれば 「よも 

すがら 尼の 持病 を 押えけ る」 と 下がる ので ある。 …… 

こういう ふ う に 全編 を 通じ て 見て 行って も 芭蕉と 野坡 

せつぜん 

の 「音色」 の 著しい ちがい は どこまでも 截然と 読者の 

心 耳に 響いて 明瞭に 聞き分けられる であろう。 同じ 



る 試みで ある。 たとえ 現在の 微力な われわれの 試み は 

当然 失敗に 終わる ことが 明らかで あるまで も、 われ わ 

しゅうが い ざんごう 

れは みじめな 醜骸 を さらして 塹壕の 埋め草になる に 

過ぎな いまでも、 これによ つて 未来の 連句への 第一歩 

が 踏み出される ので あったら、 それ はお そらく 全くの 

徒労で はないで あろうと 信ずる ので ある。 

(昭和 六 年 六月、 渋柿) 

四 連句の 心理と 夢の 心理 

連句の 付け 合いに 関する 心理的 過程に は 普通 文学に 



ある。 しかも その 一 つ 一 つの 象形文字の ような 夢 内容 

は 驚くべく 多様な 夢 思想の 圧縮され た エッセンス であ 

り、 またはな はだ しく 複雑な 夢 思想 の 網目の 接合 点 で 

ある。 それらの 接合 点のう ちで も、 その 人の その 日の、 

その 前日の、 また 生涯の 経験 II 意識的な いし 無意 

識的 —— の 最も 多く を 結びつけ るに 都合の いいような、 

そういう 特別な 接合 点が、 その 夜の 夢の 内容の 一 つと 

して 象形文字 的に 選ばれて 現われて 来る ので ある。 た 

とえば フロイドが 「植物に 関する 彼の 著書が 彼の 前に 

置かれて あり、 そのべ ー ジを めくって いると 一枚の 彩 

色絵が さし 込んで あり、 また 一 枚の 腊 葉が とじ 込んで 



るので ある。 もちろん 前 句に は 前 句の 作者の 潜在 思想 

の 網目が つながって いるので あるが、 付け 句の 作者の 

見た 前 句 に はまた この 付け 句作 者 自身 の 潜在的な 句 想 

の 網目に つながるべき 代表的 記号が 明瞭に 現われて 

いるので ある。 そうして また この 一 一 つの 句 を 読む 第三 

者が この 付け合わせ を 理解し 評価し うるた めに はこの 

第三者の 潜在 思想 中で 二 句が 完全に 連結し なければ な 

らな いので ある。 しかも この 際 読者の 網目と 前 句作 者 

の 網目と 付け 句作 者の 網目と この 三 つ の ものが 最もよ 

く 必然的に 重なり合い 融け 合う 場合に おいて、 その 付 

け 合わせ は 最もす ぐれた ilz: け 合わせと して 感ぜられる 



ので ある。 

このような 機巧に よ つ て 運ばれる 連句の 進行 はたし 

かに フロイドの 考えた ような 夢の 進行 に似てい るので 

ある。 しかし 夢の 場合 は それが 各個 人に 固有な もので 

あ つ て 必ずしも なんらの 普遍性 を もたなくても よい。 

しかし 連句に おいて は 甲の 夢と 乙の 夢との 共通点が ま 

た 読者の 多数の 夢に 強く 共鳴す る 点に おいて 立派な 普 

遍性を もってお り、 そこに 一 般的 鑑賞の 目的物た る芸 

術と しての 要求が 満足され ている ので ある。 

以上の ような 連句と 夢との 心理の 比較 はまた 連句の 

解釈と いう 仕事に 一 つの 新しい 立場 を 与える であろう _ 



この 立場から 見る と 従来の 多くの 連句の 評釈 は往々 は 

な はだしく 皮相 的で ありある いは 偏狭で ぁリ あるいは 

見当違い であると いう ことになる かもしれ ない。 また 

一 方こう いう 立場から 連句 を 研究す る ことによ つ て 心 

理学 者 はわれ われの 心理の 潜在的 過程に 関して 有益な 

幾多の 事実 を 発見す る 機会に 接する かもしれ ない。 

これらに つ いて はなお 述べ 尽くさな いところ も ある 

が、 紙面の 制限の ために これまでに とどめて 余事 は 後 

日に 譲る ことと する。 もしで きれば 若干の 実例に つい 

て 分析 を 試みたい と 思う ので ある。 

(昭和 六 年 七月、 渋柿) 



団丸 げてもの おもい 居る」 という 句が できあが つてし 

まえば、 もはや そんな 連想 は 必ずしも 問題に しなくて 

よい。 読者に とって はむしろ 問題に しない ほうがよ い 

のであろう。 そうして 単に 雪 後の 春 月に 対して 物 思う 

姿の 余情 を 味わえば 足りる であろう。 

連想に は 上記の ように 内容から 来る ものの ほかに ま 

た 単なる 音調から 来る 連想 あるいは 共鳴と いったよう 

な 現象が しばしば ある。 これ はわれ われ 連句す る もの 

の 日常 経験す ると ころで ある。 全く 無意識に 前 句 また 

は 前々 句 等 の 口調が 出て 来たが るので 当惑す る f J とが 

しばしば ある。 これら は 多くの場合 直ちに 訂正され る 



こんせき 

からでき あがった ものに は 痕跡 を 現わさな いはず であ 

るが、 それでも 時には 見の がされた 残滓ら しい ものが 

古人の 連句に もしば しば 見いだ される。 たとえば 前掲 

の 「ふとん」 の 次に 「不 届」 「はつち」 と 三つの FT の 

結合が 現われて いる。 「けんかく」 の 次に 「こまかく」 

が 来たりす るの も 必ずしも 偶然と は 思われない。 もう 

すこし 不明瞭な ので は 「かえる やら 山陰 伝う 四十から」 

の 次に 「むね を からげ る」 が ぁリ、 「だ だく さ」 の 次に 

「いただく」 が あり、 「いさぎよき」 の 次に 「よき 社」 

が ありする の も 同様で ある。 こういう 無意識の ロ移リ 

は 付け 句に は 警戒され たのが 三 句 目 四 句 目に うっかり 



頭 を もたげる 例 も 少なくない。 

同様な 部類に 属する の は 「ほかほかと …… いぼい い 

で」 に 次いで 「ほろほろ こぼる る」 の 来る ような 

擬音 的 重畳 形容詞の 連続す る 例で ある。 これ は 連続す 

る 場合 も あり、 四 五 句 目に 現われる 場合 も はなはだ 多 

い。 上の 例で は 「ほろほろ」 から 四 句 目に 「だんだん 

に」 が 来る。 同じ 百 韻 中で 調べて みると 前の ほうに あ 

る 「とろとろ」 はだい ぶ 離れて いるが、 ずっと あとに 

来る 「ほやほや」 と 「うそう そ」 と は 五 句 目に 当たる _ 

『そらまめの 花』 の 巻の 「すたすた」 と 「そよ そよ」 は 

四 句 目に 当たる。 『梅が 香』 の 巻の 「ところどころ」 と 



こういう 事 は 古人の 立派な 連句に も あり はしない か 

と 思って、 手近な、 そうして なるべく 手数の かからな 

いような 範囲 内で 少しば かり 当たって みた。 しかし 

ちょうど 今 言 つたよう な 場合の 好適 例 はま だ 見いだ さ 

ない ので あるが、 そのかわりに 個々 の 作者に ついてい 

ろい ろな 観念 群と でも 名づ くべ きものの 明白に 見える 

もの を 発見す る こと はでき た。 

たとえば 岩波 文庫の 芭蕉 連句 集の (五一) と (五一 一) 

じょ <し 

の 中から 濁 子と いう 人の 句ば かり 抜き書きして みると 

うぶね あか しぶ あゆ 

「鵜 船の 垢 を かゆる 渋 鮎」 というの があって そこに 「鳥」 

と 「魚」 の 結合が ある。 ところが 同じ 巻の 終わりに 近 



弱で ある。 これく らいなら ば 普通で あるか もしれ ない 

が、 岱 水の 場合 は 少し 多すぎる ように 思われる。 それ 

もろみ 

からまた 岱水 では 「 醬 のかび を かき 分けて」 というの 

しょうゆう かす 

と、 巻 はちが うが 「月 も わびしき 醬 油の 粕」 というの 

しよ-つゆ 

が ある。 この 二度目の 月と 醬 油との 会合 ははな はだ 解 

決 困難で あるが、 前の 巻の 初めに、 史 邦の 「帷子」 の 

わき もみ 

発句と 芭蕉の 脇 「籾 一 升 を 稲の こぎ 賃」 との 次に 岱水 

たで もろみ 

が 付けた 「蓼の 穂に 醬 のかび を かき 分けて」 を 付けて 

いると ころ を 見る と、 岱 水の 頭に は 何 かしら 醬油 のよ 

うな ものと 帷子と の 中間に またがる 観念 群が ある の で 

はない かと 疑わせる。 もちろん これ も 一 つの 臆測で あ 



きぬ しま 

記」 の 「紙」、 それから 「絹」 と 「縞」 が ある。 これら 

の もの は、 少なくも 私に は 一 つの 観念 群 を 形成し うる 

ものである。 これが 全体 十七 句の 五 割 以上 を 占領して 

いるの は、 よも や 全くの 偶然と は 言われまい。 

ここで 以上に あげた 作家の ために 一 言 弁じて おかな 

ければ ならない こと は、 これらの 後世に 伝わった 

きんしょ ラ 

僅少な 句 だけ を 見て、 これから これらの 作家の 頭の 

りょうよう 

幅員 を 論じて はならない ことで ある。 涼 葉に したと 

ころが 何もい つまで もこの、 私が かりに texture 

complex とで も 名 づける ものば かりの 周囲 をぐ るぐ 

る 回って ばかりい たわけで はないで あろう。 



うして 付け合わせの 玩味に 際して しいて 普遍的 論理的 

に つじつま を 合わせよう とする ような 徒労 を 避け、 そ 

のか わりに 正 真な 連句 進行の 旋律 を 認識し 享楽す る こ 

とがで き はしない かと 思う ので ある。 

専門の 心理学者 ことに 精神分析 学者の 目で 連句の 世 

界を 見渡せば まだまだ おもしろい 問題 や 材料 は 数 限り 

もな く 得られる であろうと 想像され る。 そういう 方面 

の 学者で この 日本 独特の 芸術の 分析 的 研究に 手 を 着け 

る 人が 一 人で もで きれば 喜ばしい ことで ある。 

(昭和 六 年 八 I 十月、 渋柿) 



ほうちゃく 

制作に 当面して いる 場合に これらの 定 座に 逢着 する 

) J とに 経験す る いろい ろな 体験の 内省から - J れら定 座 

の 意義に 関する いくらかの 分析 を 試みる こと はでき る 

ので、 その 考察の 一端 を 述べて みたい と 思う ので ある。 

前に 連句の 付け合わせの 心理的 機巧 を 述べた ときに 

詳説して おいた ように、 前 句と 付け 句と は 二つの 個性 

の 部分的 重合に よって 連結され たもので あって、 連句 

の 全体 はそう いう ものの 連鎖の 一 系列 を 形成して いる。 

従って その 連鎖の つなが リ方を 規定す る もの は 作者 各 

自の 個性 の アンサンブル である。 ところが そうい う 集 

団の 組織 は 時と 場合により 多種多様で あるから、 もし 



組み合わせ にもよ る 事で あろうが、 しかし 月 花の 定座 

に 雪 を 加えて はたし かに 多すぎて かえ つ て 統率が 乱れ 

る。 しかしい ずれ か 一 つで はまた あまりに 単調になる _ 

だいたい において 春の 花の ほがらか さと、 秋の 月の 清 

ら かさと を 正と 負、 陽と 陰の 両極と して 対立 させた も 

ので あるに 相違な い 。 音楽 で 言わば 長音階と 短音階と 

の 対立 を 連想させる もの も ある。 もちろん 定 座に は 必 

ず 同季の 句が 別に 二 句 以上 結合して 三 協和音の ごとき 

一群 をな すので あって、 結局 は 春秋 季題の 插入 位置 

を 規定す る、 その 代表者と して 花と 月と が 選ばれて い 

ると も 言われる。 そうして この 一 一 つ の ものが 他の 季題 



歴史的 研究 も はなはだ 必要で あるが、 これに ついては 

その 方面の 学者た ちの 示教 を 仰ぐ ほか はない ので ある。 

そうして 単なる 文献 考証 だけで はなく して、 そういう 

進化 径路 の 有機的な 系統 に関する 分析 的な 研究が 遂げ 

られる 日の 来る の を 期待した く 思う ので ある。 

(昭和 六 年 十 一 月 渋柿) 

七 短歌の 連作と 連句 

近 ごろ 岩波 文庫の 「左 千 夫 歌論 抄」 の 巻頭に ある 「連 

作 論」 を 読ん で 少な か ら ざる 興味 を 感じた ので あるが、 



は 総合的で 複雑な もの だから 連作の 必要がない が、 短 

歌 は 連続 的で 単純な ものであるから 連作が できる」 と 

いうよう な 意味の こと を 言った と ある。 これ も 後に 述 

ベる ように 解釈 次第で は 一 面の 真 をう がって いると 思 

われる が、 ただこの 問答の 中で 子規が あたかも 連句と 

い う ものの 存在 を 全然 忘却 ある い は 無視して いるよう 

に 見える のが 不思議で ある。 (も つ ともこの 問答の 記 

事 は 左 千 夫 氏が 聞いた の を 覚え書きに したので 多少の 

誤りが あるか もしれ ぬと 断 わって ある)。 しかし われ 

われ 初心の 者が 連句 を 作る 際に 往々 一 句の 長 句 あるい 

は 短句の 内に あまり たくさんの 材料 を 詰め込む ために 



たま ま を ここにし るして あえて 読者の 教え をこう こと 

にした。 もし さらに 短歌の 研究者の 側から 見た この 問 

題に 対する 意見 を 聞く ， ，1 とが で きれば 教えられ ると マ J 

ろが 少なくない であろうと 思う ので ある。 

(昭和 六 年 十二月、 渋柿) 

以上に 続いて まだいろ いろ 書く つもりであった 

のが 都合で 一時 中止した ままに なって いる。 他日 

機会が あつ たらもう 少し 補充して まとめた いと 

思って いるが、 本書 所載の 他の 論文に しばしば 引 

き 合いに 出て いる 関係 上 参照の 便宜の ために この 
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